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７月10日(日) 参議院での改憲発議２/３議席を阻止しょう！

2016年 夏 号 (季刊発行)
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北海道五区補選では、初めての野党共闘の選挙、それ

はネットワーク型への転換への挑戦でした。「戦争をさ

せない北海道をつくる市民の会」から、私、池田真紀に

出馬要請をいただいたのが2015年12月9日、民進党北海

道（当時は民主党北海道）は12月11日、出馬決意表明が

12月19日、市民の会・共産党・民進党・池田まきの4者

による共闘が2月19日、市民連合の調印が3月20日、そこ

からやっとスタートだったように思います。

投票日の4月24日までの約1か月。衆議院選挙で無所属

の場合、告示後の広報力には大きなハンディがあり、そ

れまでが勝負という矛盾の中での政治活動に、市民が初

めて挑んだ闘いでした。この選挙戦を通しての一連のプ

ロセスそのものが民主主義であり、その実践を通して民

主主義が実証されたのではないでしょうか。

当選こそかなわなかったものの、市民の力、野党共闘

の力を示し、全国にその可能性と希望をもたらしました。

市民選挙と市民政治を考え、民主主義を問う材料として、

私たちの経

験は大きな

学びでもあ

り、次に繋

げていく力

にもしたい

と思います。

現政権は

一部の市民

だけで政治

を行い、そ

れにより多

くの市民は

排除されて

いる、市民は分断されています。そういう中で、市民が

政党を諦める、政治を諦める、そんな構図を変えたいの

です。

「政党の考えは、市民の声とかけ離れているよ」「政

治は市民の実態とかけ離れているよ」と。こんなにも無

関心層（無投票）を生んでしまった今の政治を、「政党

が市民を追認する」、「政治は市民の希望なんだ」と、

そういう雰囲気になるまで、市民と政党が繋がることを

諦めるわけにはいきません。

「誰ひとりおいてきぼりにしない」という政治をめざ

し、メッセージを送り続けたい。

「ずっと平和を」「もっと安心を」 北海道からもう一

歩、先に進みたい。「地域のタカラを地域のチカラに」

市民自治を確立し、確かな力にしたい。

まだ、始まったばかりです。次の野党共闘の大きな力

に市民政治を追求し、挑戦していきたいと思います。

目標はいつも「誰ひとりおいてきぼりにしない」
市民と野党共闘の力を示し、

全国にその可能性と希望をもたらしたが ･･･

池 田 ま き
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市民の会の活動がはじまったのは昨年2015年11月初旬

のことだ。それまで市民自治や原発を含む環境問題、労

働問題、子育て、そして教育問題など様々な市民活動に

参加してきたものの、選挙運動にはほとんど経験のない

市民たちが集まって語り合っていた。

半年後に迫った衆議院北海道５区補選で、何としても

立憲主義にもとる政権与党に与する議員を一人でも減ら

せないか、と。憲法違反の安全保障関連法成立後初の国

民による審判をする選挙として、また夏に行われる参院

選の前哨戦としても、極めて大きな意味をもつことを強

く意識した論議は白熱した。

「集団的自衛権を容認する閣議決定」が2014年7月1日

になされ、あくる昨年5月には安全保障関連法案が衆議

院に上程された。そして7月17日には衆議院を通過し、9

月19日参議院でも可決成立。違憲立法が、あっという間

に、かくも簡単に出来上がってしまった。

60年安保闘争以来の連日にわたる国会前集会、全国各

地で国民的反対行動が行われ、市民たちはそれに参加も

したし反対署名もした。だが安倍内閣は歯牙にもかけな

い。「戦争ができない国」づくりにより安心と豊かさを

保障してきた戦後の歴史が変えられようとしているとき、

市民の会に集まった市民たちは最後に取りうる手段は選

挙であり、国会を国民世論の反映の場にするしかないこ

とに気付いた。

候補を立てよう、自分たちの。立憲主義の回復、安保

法制(戦争法)を廃止に賛同する全て政治勢力・団体・個

人が結集して勝利しよう。そのためには野党共闘で統一

候補の擁立が必要不可欠との結論に至るのに時間はかか

らなかった。いったい誰を候補にするか。問題は政党を

納得させるにたりる候補選定だった。

池田真紀氏に白羽の矢を立てた理由は次の４点だ。

①彼女の一途さに「立憲主義を回復する・安保法制に反

対する」ことにブレることなく闘える人物と見込んだこ

と②彼女がエリートでは

ないこと…国会はいつの間

にか世襲やエリートの集団

と化し、国民世論から乖離する場になっていた③福祉の

専門家として社会的弱者に寄り添う20年の彼女のキャリ

ア…経済発展中心の新自由主義者に格差社会を是正する

力はない④苦難を明るく乗り越えてきた彼女の人柄にこ

そ、政治に希望と活力を取り戻す力があること－。だか

ら、池マキを市民たちは選んだ。

活動の軸ができ、池マキ本人の強い決意もあり、活動

は盛り上がった。「市民の会」の仲介の形をとりながら、

民主（民進）党と共産党が池田真紀氏を統一候補とする

合意も成立した。「一強多弱」と呼ばれる政治状況下で

野党勢力の地盤沈下は相当深刻な状況にあるが、危機意

識を持った多くの市民が選挙運動に参加した。政党も市

民とともに全力で闘った。その結果は、1万2000余票の

差で惜敗した。

敗因分析は様々な観点からされているけれど、「市民

の会」の活動成果ないしは今日的到達点を示すならば次

のようになるのではないか。政党の役割は民主主義にお

いて極めて重要であることはいうまでもない。それは市

民の意思を政治過程に反映させるシステムだからだ。し

かし「支持政党なし」が多数を占める現状は、政党がそ

の役割を果たしていないからだともいえる。そのことに

気付いた市民が今回行動を起こした。それは既成政党の

体質の変革を求めてのことだったといえる。一般に市民

活動に参加している市民は、選挙活動には比較的不熱心

のように思われる。しかし今回ばかりは黙っている訳に

はいかず、また池マキという逸材を得て弾みもついた。

市民が政治をそして政党の役割を学習し、政党が自ら

の存在根拠である市民の意思を学んだのが今回の選挙だっ

たと思う。参院選における一人定員地方区32全てで野党

統一候補が実現したことにいささかかの影響を与えたと

すれば、幸甚。 日本の成熟した民主主義を実現するた

めにも、野党共闘がより深く広く展開されることを望み、

「市民が主役」の選挙をもう一掘り二掘り追及する本番

は、夏とともにやってきた。そして捲土重来の池マキ選

挙も。

国政選挙で初めてと聞く野党統一候補の実現と、その

戦いぶりは全国から注目され、多くの地域で活動市民団

体を勇気づけたという。また政党も再生への一縷の光を

今回の闘いに観たかにも見える。

『市民が主役』を後戻りさせない政治
「戦争させない北海道をつくる市民の会」の到達点とこれから

呼びかけ人 上 田 文 雄



Ⅰ 選挙では勝てなかったが､戦いでは負けなかった。

今回の衆議院五区補選で私たち市民と野党との共闘によっ

て統一候補として擁立した池田まき候補は、残念ながら自公

候補に一万二千票余の差で及ばず、勝利することはかない

ませんでした。投票結果から見ると、選挙戦後半から危機感

を強めた自公候補側は、あらゆる手段（ドブ板と締め付け）を

使って組織票を固めるとともに、厚別・江別などの都市部でも

一定の支持を広げて、前回までの票に上積みをしました。

しかし、本来自公候補が強い千歳市・恵庭市で、得票

数を減らしたり投票率を下げているのは、安保法制の影

響があったのではないかと思われます。一方、池田候補

側は、前回の衆議院選挙での民進党・共産党のほぼ合計

の得票数を僅かに下回りましたが、出口調査の結果から

見ると、民進党・共産党支持者の大半の票を固めたとと

もに、無党派層の７割の支持を獲得しています。このこ

とは市民と野党の共闘による選挙スタイルが五区の有権

者にも一定程度受け入れらたことの現れであるのではな

いでしょうか。池田まき候補の強いメッセージは、反安

保・反安倍の支持層だけでなく福祉子育て支援政策に共

感する層の支持を広げたと思われますが、全体的な投票

率が上がらなかったために、特に都市部での獲得票数が

伸びなかったことの影響が大きかったと思います。

しかし、選挙当初は強固な地盤を受け継ぐ世襲候補の

「弔い合戦」で圧勝・楽勝ムードであった自公候補に対

して、安保法制への反発や怒りで立ち上がった市民の力

で野党との共闘による統一候補擁立を実現し、市民と野

党による新しいかたちの選挙戦の盛り上がりによって、

一時は自公候補とほぼ肩を並べたのではないかと言われ

るくらいに猛追しました。ダブルスコアで圧勝・楽勝と

いわれていた選挙を、ここまでの接戦まで持ち込んだこ

とで、彼らに冷や水を浴びせ、肝を冷やさせたことは間

違いないでしょう。ある意味で、油断していた彼らを本

気にさせてしまったのかもしれません。この五区補選で

圧勝・楽勝し、その勢いで衆参同時選挙に持ち込み、改

憲のための三分の二の議席を奪い取ろうという安倍政権

側の当初の目論見（シナリオ）に、大きな打撃を与えた

ことは間違いありません。私たちは選挙では勝てなかっ

たかもしれませんが、安倍政権との戦いでは負けていな

かったと思います。

今回の五区補選で、市民が中心となって動いたことに

よって統一候補を擁立し、市民と野党との共闘体制を作

ることが出来たこと、そして多くの市民が具体的な選挙

活動に主体的・積極的に参加し、野党と一緒になって選

挙を戦うことが出来たということは、日本の民主主義の

歴史において画期的・歴史的な取り組みであり、今後

「北海道モデル」として日本の選挙における取り組み方

のひとつの典型となるであろうと思います。

Ⅱ なぜ選挙では勝てなかったのか？

このような画期的・歴史的な五区補選の戦いでしたが、

なぜ私たちは勝利することが出来なかったのでしょうか。

その第一の理由として、野党共闘の形成に時間（月日）

がかかりすぎたということがあるでしょう。１２月１９

日の池田さんの立候補表明から、市民が中心となって野

党共闘と候補の統一を呼びかけましたが、政党間の思わ

くや事情などから協議がスムーズに進まず、２月１９日

の野党共闘成立まで二ヶ月もかかってしまいました。こ

の時点で投票日まで残りわずか二ヶ月しかなく、選挙で

市民と野党が一緒に戦う体制をしっかりと作ることが難

しかったということがあると思います。

第二の理由として、市民による選挙活動と政党による

選挙活動がうまくかみ合わなかったということがありま

す。今回の五区補選では、野党と市民による統一の合同

選対本部を形成することは出来ず、それぞれが選対組織

を立てて勝手連的に選挙活動に取り組むことになりまし

た。何回か野党と市民による「合同選対会議」を開催し

て運動と政策の共有について一定程度の合意をはかりま

したが、戦略と情報

の共有という点では

不十分でした。

また、今回は無所

属での立候補という

ことで、特に民進党

の側の組織的な動き
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五区補選での市民と野党の共闘の取り組みを振り返って
かわはらしげお（市民の風・北海道共同代表）



（運動）に難しさがあったと思います。さらに市民や市

民団体どうしの選挙活動もそれぞれバラバラとなり、効

果的な連動をはかることが難しいところがありました。

第三の理由としては、市民による選挙活動が、五区の

有権者の投票行動とうまくかみ合わなかったとことがあ

ると思います。今回の五区補選での市民による自主的・

主体的な選挙活動は、一定の盛り上げと賑やかしを作る

ことで間違いなく「風」を吹かすことが出来たと思いま

すが、それが五区の有権者の確実な投票行動につながる

選挙活動となっていたのかという点での反省があります。

今回、北海道の市民の活動に呼応して、市民連合やSEALD

ｓなどの全国的な市民の動きとの連動が図られましがが、

その動き本格化したのが「告示後」となってしまい、公

職選挙法による活動の制限や無所属候補であるが故の様々

なハンデキャップなどもあり、そのような動きを効果的

に展開することが難しいところがありました。そして何

と言っても、そもそも選挙に関心が無い、選挙に行かな

い「無投票層・無関心層」を動かして投票率を上げるこ

とが難しかったということがあります。

Ⅲ この選挙で得ることが出来た成果と課題とは？

しかし、なによりも今回の選挙において、市民の取り

組みによって野党共闘と統一候補が実現することが出来

たということ、さらに、これだけの多くの市民が本気に

なって具体的な選挙活動（集会・街宣・ポスティング・

電話かけ・SNSなど）に主体的に参加したということは、

数字では現すことが出来ない画期的かつ歴史的な体験で

あったように思われます。選挙にかかわった多くの市民

が、選挙の勝利がかなわなかったことは無念としつつも、

「初めての経験でわくわくした」とか「楽しかった、面

白かった、またやりたい」などなどポジティヴに評価し

ています。

このような市民の体験は、これからの市民による政治

参加の継続の上で非常に大きな財産になると思います。

これらの成果を、これからの政治と選挙に、私たち市民

と野党がどのように生かしていくのかが最大の課題であ

るように思います。
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2015年
9/19 安倍政権「戦争法」強行可決

11/ 5 「市民統一候補をつくる会(仮称)準備

会」開催（札・市民ﾎｰﾙ）

10 「戦争させない北海道をつくる市民の

会」賛同の呼びかけ

13 「市民の会」賛同人全体会議(ｴﾙﾌﾟﾗｻ )゙

12/ 9 池田真紀さんに出馬要請

10 「統一候補要請」で各党訪問

14 「市民の会」呼びかけ人会議

16 高田健講演会 （札・ｸﾘｽﾁｬﾝｾﾝﾀｰ）

※池田さんの紹介とこれまでの経過を説明

18 第1回円卓会議（25団体30名出席）

19 池田まきさんが「市民の会」へ出馬を

応諾 (賛同人811名)

2016年
1/15 第1回選挙学校

16 「市民の風」ｷｯｸｵﾌ集会（札・市民ﾎｰﾙ）

18 「市民の風・北海道」の政治団体届提出

27 「市民の風」会員の集い（ｴﾙﾌﾟﾗｻﾞ）

30 ユニキタ等の薄野街宣（山口二郎氏等）

31 厚別区ﾎﾟｽﾃｨﾝｸﾞ(戦争させない1000人

委員会ﾘｰﾌ15,000枚)と街宣車運行開始

2/ 1 第2回選挙学校

4 「市民の風」戦略会議

9 民主、共産の５区選対に共闘要請

「みんなで選挙に行こう」ビラ50,000枚

のﾎﾟｽﾃｨﾝｸﾞ開始

12 「市民の風」ウエブ(IT)活用講座

13 池田まきネットワーク集会（ﾎﾃﾙｴﾐｼｱ）

18 民主、共産、市民の会が衆議院道５区

補選の共闘と候補一本化の基本合意

19 共闘協定書調印式（札・教文会館）

22 第1回三者協議(民進党、共産党、市民の風)

27 3.5厚別市民集会記載「ほっかい新報

号外」30,000枚ﾎﾟｽﾃｨﾝｸﾞ開始

29 第1回合同戦略会議（民主、共産、維

新、 社民、市民ネット、市民の風の６者）

3/ 4 民主党ﾋﾞﾗ22,000枚ﾎﾟｽﾃｨﾝｸﾞ開始

5 池田まきと語る市民集会（厚別

区民ｾﾝﾀｰ）

５区補選合同選対会議

12 野党各党と池田まきさんの街頭

演説会（ｶﾃﾌﾞﾘ前）

13 市民の風作成チラシ（社会新報

号外）40,000枚発注

20 緊急クロストーク「市民が政治
を変える」（ﾎﾃﾙエミシア）

市民連合と池田さんの共闘調印式

21 野党女性議員合同演説会（ｲｵﾝ江別店）

26 自衛隊員・家族のための 緊急電話相

談（自衛官の人権弁護団・ 北海道）

4/ 8 政策合意のための円卓会議＆５区補

選合同選対会議（厚別区民ｾﾝﾀｰ）

10 池田まき・鳥越俊太郎街頭演説会

（千歳ｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄお祭り広場）

11 市民の風会員と市民の会賛同人部

内決起集会

12 選挙告示日 第一声（ｲｵﾝ江別店前）

15 厚別中央公園集会

16 恵庭個人演説会（応援弁士亀井静香氏）

17 二見伸明公明党元副委員長・横路孝

弘衆議院議員講演会(ｴﾙﾌﾟﾗｻ )゙

19 東京で緊急集会「北海道５区から野党

共闘を全国へ～」

22 プロジェクト「安倍政治をぶっ飛ばせ」
街頭演説（佐高信、森啓、西ほなみ）

4/24 投票日

５区補選の軌跡


